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【特定非営利活動に係る事業】

１．住民活動支援事業
1-1　住民活動支援窓口の開設（自主事業）
	 事業区分：自主事業
	 実施期間：2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 6月
	 内　　容：村上地域内における住民活動に関する各種支援（相談・仲介・情報提供等）窓
	 　　　　　口の開設。

【実施概要】	 道の駅・朝日みどりの里内にある「グリーン・ツーリズム推進施設」にて、活動相談、
	 	 情報提供、会議室の貸し出し、各種問合せ対応などの住民活動支援を実施。

【実　　績】　	 １年間の利用件数は763件（前年比177件増）、利用者数868人（同207人増）であっ
	 	 た。	 	 　　　　　　※過去との比較のため旧事業年度（4月〜翌年 3月）で集計・比較

【所　　見】	 利用件数、利用者数ともに大幅増となった。
	 	 新型コロナウイルスの影響で活動が停滞して
	 	 いた状況から、感染対策を講じた上での動き
	 	 が増えてきたことで、これまで来訪を控えて
	 	 いた方々が事務所に立ち寄り、情報交換を行
	 	 う機会が増えたと考えられる。

Ⅰ　2020年度事業報告

図　都岐沙羅パートナーズセンター利用件数・人数の推移

※このグラフのデータは、過去との比較のために
　旧事業年度（4 月〜翌年 3 月）で集計したデー
　タである。
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1-2　街なか拠点の運営協力（自主事業）
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 6月

	 【実施概要】	 （株）富樫工務所との協働により、村上市鍛冶町にあるモデルハウス「木く
	 	 	 ばりの家」を、市民団体が気軽に利用できる活動スペースとして提供する仕
	 	 	 組みを構築。
	 	 	 両者の間で「賃借料は無償」「光熱費は実費負担」「（株）富樫工務所の業務（モ
	 	 	 デルハウスの見学）に支障が無ければいつでも使用可（原則８〜 21時）」「住
	 	 	 民活動支援及び各種イベントでの利用」という内容で協定を締結。利用の受
	 	 	 付・鍵の管理は、都岐沙羅パートナーズセンターが担当。

	 【実　　績】	
H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

利用者数（人） 817 1,874 1,875 1,887 1,723 1,140 1,243

利用団体数（団体） 6 15 11 18 26 36 20

利用回数（回） 67 130 119 130 180 139 170

利

用

目

的

別

回

数   

コミュニティスペース 19 37 36 29 27 5 0

各種教室 12 22 29 27 84 42 63

イベント開催 7 36 34 37 46 48 74

会議 4 12 16 33 12 1 15

サークルでの活用 2 7 1 3 1 1 0

視察対応 2 0 2 1 0 0 0

その他 21 16 1 0 10 42 18

	 【所　　見】	 利用団体数は減少したものの、利用者数、利用件数は増加した。
	 	 	 新型コロナウイルスの影響で、開催できるイベント内容が限定されてきたこ
	 	 	 とから、自由に人が出入りできる内容のものが減少し、逆に人数を限定し、
	 	 	 予約制で開催される教室・講座などのイベント開催が増えてきている。

1-3　事務支援事業（自主事業）
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 6月

	 【事業概要】	 村上地域内で活動する市民団体の事務作業の代行。（有償で受託）

	 【実　　績】	 なし

	 【所　　見】	 有償での事務代行依頼は無かったものの、組織運営・事務作業の詳細等に関
	 	 	 する相談は無償で随時対応した。今後も、NPOの健全な運営を支援してい
	 	 	 くために、事務支援は継続していきたい。

２．コミュニティビジネス支援
	 2020 年度は実施せず。
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３．地域ツーリズムの開発・プロモーション
3-1　村上地域グリーン・ツーリズム協議会事務局の運営（事業協力）
	 朝日みどりの里にある朝日グリーン・ツーリズム推進施設にて、官民協働で設立した「村
	 上地域グリーン・ツーリズム協議会」の事務局を運営。各種会議の連絡調整・対外的な連
	 絡窓口を担当。

　　（内容）	 総会等の運営、協議会の事務・経理作業
	 	 朝日グリーン・ツーリズム推進施設の管理

3-2　村上グリーン・ツーリズム協議会事業の実施（事業協力）
	 村上地域グリーン・ツーリズム協議会の 2020 年度事業について、全事業の企画・調整・
	 コーディネートを地域おこし協力隊（植田徹氏）と共に担当。（2021 年 3月まで）

	 【実施期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 6月

	 【実施概要】	 体験受け入れの研修会等の参加、村上地域へ誘客をはかるためホームページ
	 	 	 リニューアル、体験旅行等の受け入れを実施。
	 	 	 　体験研修 2回（3名）／自然体験活動指導者 1名習得
	 	 	 　教育旅行受け入れ（専門学校 93名、高校生 200 名）
	 	 	 　ホームページのリニューアル

	 【所　　見】	 今年度は高校生の修学旅行受け入れが 200 名、専門学校の受入では２日間
	 	 	 で延 93名の受け入れを行なったが大きな問題はなかった。今後も受け入れ
	 	 	 体制を整え継続的に体験旅行受け入れ数を増やしていく必要がある。
	 	 	 R2 年度は首都圏でのイベントが全て中止せざるを得なくなり、交流が途絶	
	 	 	 えているが、ホームページをリニューアルしコロナ後を見据えた体制づくり	
	 	 	 を行なった。
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3-3　朝日まほろば夢農園管理事業（委託事業：村上市／朝日まほろば夢農園管理組合）
	 都市住民との交流促進を目的に、村上市が朝日みどりの里内に開設した貸し農園（クライ
	 ンガルテン）について、その管理運営を支援。

	 【実施期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 6月

	 【実施概要】	 ①農園の利用者及び組合員への広報業務
	 	 	 　→夢農園プレス（11回発行）／ホームページの更新

	 	 	 ②農園利用者及び組合員の交流企画
	 	 	 　→年 3回の交流イベントを企画・コーディネート
	 	 	 　　（納涼祭（8月）／収穫祭（11月）／開園式（4月））

	 	 	 ③栽培講習会の開催
	 	 	 　→年 1回の講習会の企画・コーディネート（8月：栽培講習会）

	 	 	 ④夢農園事務局業務（窓口・経理・イベント業務）

	 【実　　績】	 夢農園年間利用者数：のべ 562 人・回
	 	 	 交流イベント参加者数：のべ 49人

	 【所　　見】	 開園 11年目を迎え、都市農村交流という当初目的の枠を超え、ここ最近は
	 	 	 地域内の企業（保養施設としての活用）・障がい者施設・市内在住の高齢者
	 	 	 の利用が増加し、農福連携における活用がされている。しかし、組合員の高
	 	 	 齢化とメンバー減少が進み、営農指導体制については今後検討が必要であ
	 	 	 る。
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４．地域づくり事業のコーディネート
4-1　青少年森林林業体験塾及び林業チャレンジ体験・企画運営
　① WOOD JOB 青少年森の仕事体験ツアー（委託事業：新潟北部地域林業振興協議会）
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 9月／ 2021（令和 3）年 4月〜 6月
	 【実施概要】	 新潟県内在住在学の学生・林業に関心のある方を対象として「１泊２日森の
	 	 	 仕事体験ツアー」を開催。
	 	 	 開催日時　令和 2年 8月 6日（木）〜 7日（金）
	 	 	 内　　容　森林に関する講義や間伐体験、高性能林業機械体験、製材工場見
	 	 	 　　　　　学等、普段目にする機会のない現場で林業を体感してもらえるプ
	 	 	 　　　　　ログラムを実施。

	 【実　　績】	 参加者 14名（女性 1名、男性 13名）
	 	 	 （地域別参加者内訳）
	 	 	 村上市 3名、長岡市 1名、新潟市 6名、三条市 2名、新発田市 2名

	 【所　　見】	 今回は女性の参加者、村上市内からの参加者が少なかったことが課題となっ
	 	 	 た。専門学校から参加者が多いことで、すぐに就職という可能性があること
	 	 	 では期待できる。林業が職業選択肢の一つとなるようなイベント開催を継続
	 	 	 したい。

　②村上市いわふね林業塾（委託事業：新潟北部地域林業振興協議会）
	 【実施期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 12月

	 【事業概要】	 林業の魅力を体感してもらうために、川上から川下までの林業を伝えると共
	 	 	 に、林業や木材、森林と関わるライフスタイルを提案するためにの体験プロ
	 	 	 グラムを企画・実施。

	 【実　　績】	 令和 2年 9月 26日（土）　10家族・25名参加

	 【所　　見】	 林業の現場での作業体験、木工体験
	 	 	 など、実際に木に触れながら林業に
	 	 	 ついて学ぶイベントが開催できた。
	 	 	 村上市内の家族が多数参加し、子ど
	 	 	 もたちが林業について楽しく学べる
	 	 	 機会となった。森、林業へ興味を持
	 	 	 ってもらえるイベントを今後も企画
	 	 	 したい。
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4-2　地域人材育成業務（委託事業：村上市（自治振興課））
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 3月

	 【実施概要】	 ①村上市内 17まちづくり協議会の活動状況を分析したレポートの作成。
	 	 	 ②まちづくり協議会を対象にした研修会等の実施。

	 【実　　績】	 ①令和元年度の各まちづくり協議会活動を整理・分析し、レポートを作成。
	 	 	 ②まちづくり協議会を担当している市職員（自治振興課・各支所自治振興室
	 	 	 　等）を対象にした研修会を 2回開催。

	 【所　　見】	 研修会では、前年度実施した
	 	 	 「地域まちづくり組織の今後
	 	 	 のあり方に関する意向調査」
	 	 	 の結果をもとに、まちづくり
	 	 	 協議会の問題・課題と将来必
	 	 	 要となる施策について、まち
	 	 	 協事務局担当職員で議論した。
	 	 	 市の指針の見直しが遅々とし
	 	 	 て進まないため、引き続き強
	 	 	 く働きかけていきたい。

4-3　あさひ互近所ささえ〜る隊コーディネート業務（委託事業：村上市（朝日支所））
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 6月

	 【事業概要】	 あさひ互近所ささえ〜る隊・隊長（第2層生活支援コーディネーター）として、
	 	 	 　①各種会議への出席
	 	 	 　②朝日地区における支えあいのネットワーク・仕組みづくり
	 	 	 　③ささえあいの機運を高め、活動を促すための各種事業のコーディネート
	 	 	 を実施。

	 【実　　績】	 計 30 回の会議出席・出前講座や座談会コーディネートを実施。
	 	 	 あさひ互近所ささえーる隊・4年間のあゆみを作成し、地区内全戸に配布。

	 【所　　見】	 各地で着実に住民同士のささえあいが広がり始めたことを実感できる 1年
	 	 	 であった。懸案だった移動支援については、議論に終始せず具体的なアク
	 	 	 ションを積み重ねようということで、福祉施設の送迎用車両の空き時間を活
	 	 	 用し、移送支援実験を実施。実際にやってみることで、多くの知見を得るこ
	 	 	 とができた。
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4-4　住民アンケート集計分析業務（委託事業：関川村、他）
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 3月

	 【事業概要】	 住民アンケート調査における集計・分析等の業務。

	 【実　　績】	 ①調査票作成支援・データ入力・集計分析・レポート作成・報告会説明
	 	 	 　→関川村・上関地区／九ヶ谷地区
	 	 	 ②過年度に実施した結果の分析レポート・ダイジェスト版を作成
	 	 	 　→関川村・霧出地区
	 	 	 ③デマンドタクシー実証運行に関する聞き取り調査結果の分析
	 	 	 　→やろでば会／関川村社会福祉協議会

	 【所　　見】	 関川村においては、村内 9コミュニティのうち 7地区で住民アンケートが
	 	 	 実際済みとなった。ただし、その後の動きがほとんどなく、単にアンケート
	 	 	 をやっただけの状態になって
	 	 	 いる。アンケート結果を活か
	 	 	 し、次の展開に繋げていくた
	 	 	 めの働きかけを粘り強く行っ
	 	 	 ていく必要がある。昨年度に
	 	 	 引き続き、移動支援に関する
	 	 	 調査結果の分析も実施。大変
	 	 	 興味深い実態が浮かびあがる
	 	 	 とともに、この問題の難しさ
	 	 	 も改めて認識した。

4-5　人口減少社会における地域づくり支援事業講演会企画運営業務（委託事業：新潟県村上地域振興局）
	 【実施期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 1月

	 【実施概要】	 「若者の地元定着」「地域交通」の 2つのテーマについて、有識者からの講
	 	 	 演会をオンラインで 2回実施。開催にあたっては、共同視聴できるサテラ
	 	 	 イト会場を 4カ所（村上地域振興局 2F会議室／村上市山北支所会議室／
	 	 	 関川村役場 3F大会議室／粟島浦村公民館）に開設。

	 【実　　績】	 第 1回　人口減少対策「若者の地元定着に向けて」
	 	 	 　日　時　 令和 3 年 1 月 13 日（水）19:00 〜 21:00
	 	 	 　演　題　 若者のチャレンジを地域をあげて後押しする〜島根県雲南市の取り組みより〜
	 	 	 　講　師　 小俣健三郎さん（NPO 法人おっちラボ・代表理事）
	 	 	 　参加者　70名（オンライン 36名＋サテライト 34名）

	 	 	 第2回　地域社会の活力維持「持続可能な地域の公共交通網の構築に向けて」
	 	 	 　日　時　令和 3 年 1 月 21 日（木）19:00 〜 21:00
	 	 	 　演　題　 暮らしの足から地域づくりを考える〜持続可能な地域交通とは？〜
	 	 	 　講　師　若菜千穂さん（NPO 法人いわて地域づくり支援センター・常務理事）
	 	 	 　参加者　89名（オンライン 55名＋サテライト 34名）

	 【所　　見】	 ２回の講演会で、のべ 159 人の参加者があり、参集型形式よりも多くの方々
	 	 	 にご参加いただけた。オンラインだけでなく、サテライト会場での共同視聴
	 	 	 も併設したことが、功を奏したと思われる。また、講演会への評価点も高く、
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	 	 	 地域ニーズに合致したテーマ・内容であったといえる。

4-6　地域の見える化連続講座・企画運営（委託事業：新潟県（地域政策課））
	 【実施期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 12月

	 【実施概要】	 住民自治の進化を促す入口として有効な「地域の見える化」について、実践
	 	 	 する人材を幅広い手段で育成し、住民が主体となった集落活性化を促進する
	 	 	 ためのオンライン講座を 2回シリーズで開催。開催にあたっては、共同視
	 	 	 聴できるサテライト会場を県内 12カ所に開設。

	 【実　　績】	 第１回　なぜ住民自治の進化が必要なのか？
	 	 	 　　　　〜人口データを読み解き SDGs から考えるこれからの地域〜
	 	 	 　日　時　令和 2 年 7 月 28 日（火）19:00 〜 21:00
	 	 	 　講　師　石本貴之／山賀昌子（有限責任事業組合まぢラボ）
	 	 	 　参加者　のべ 204 名（オンライン 122 名＋サテライト 82名）

	 	 	 第 2 回　地域を動かすためのポイントと実践手順の基礎
	 	 	 　　　　〜ワガコト化を促す実践プロセスの基本と実例〜
	 	 	 　日　時　令和 2 年 8 月 25 日（火）19:00 〜 21:00
	 	 	 　講　師　斎藤主税（都岐沙羅パートナーズセンター）
	 	 	 　　　　　山賀昌子（有限責任事業組合まぢラボ）
	 	 	 　参加者　のべ 240 名（オンライン 144 名＋サテライト 96名）
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	 【所　　見】	 コロナ禍により、令和２年春から夏の間、参集・対面型での講座・研修は軒
	 	 	 並み実施できない状況であったが、本事業では全国でも先駆けてオンライン
	 	 	 とオフラインのハイブリッド形式での講座を開催。この方法は、新潟県内は
	 	 	 もちろんのこと、県外にも大きなインパクトを与え、その後の全国各地で同
	 	 	 様の講座が開催されるようになった。
	 	 	 各回とも、リアルタイムでの参加（オンライン参加＋サテライト参加）は
	 	 	 200 名を超えた。講座内容が若干異なるので単純比較はできないが、前年
	 	 	 度は１回あたり平均 30 名前後であったことから、１回あたりの参加者数は
	 	 	 ７倍以上と激増した。

4-7　村上市地域おこし協力隊募集業務（委託事業：村上市（自治振興課））
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 3月　

	 【事業概要】	 受入れ希望地域の発掘、受入れ体制に関する支援、協力隊の募集選考に関す
	 	 	 る支援を実施。
	 	 	 ・支所自治振興室と導入地域の協議及び導入希望地区へのヒアリング	
	 	 	 ・募集チラシの製作（3種類）
	 	 	 ・オンライン面談の運営支援

	 【実　　績】	 長津地域の竹山整備・竹の利活用サポーター：応募 1名→採用 1名
	 	 	 猿沢地区の竹山整備・竹の利活用サポーター：応募 1名→採用 1名
	 	 	 越沢の鳥獣害被害対策サポーター　　　　　：応募 3名→採用 1名
	 	 	 笹川流れ食の発信サポーター　　　　　　　：応募 2名→採用 1名
	 	 	 高根生産森林組合の事業承継者　　　　　　：応募 1名→採用 1名

	 【所　　見】	 応募人数は 1名の定員割れはあった
	 	 	 が、各地域に 1名づつ採用すること
	 	 	 ができた。しかし、採用された後す
	 	 	 ぐに退任してしまうという事態が発
	 	 	 生。採用基準を考える上では大きな
	 	 	 教訓となった。

今回はコロナ禍の影響を受
け、オンラインでの面接の
みで選考が行われたため、
人物判定が難しいとの意見
もあった。このあたりは次
年度への課題である。
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4-8　第 6次白石市総合計画策定に向けた地域づくり会議・企画運営（委託事業：宮城県白石市）
	 【実施期間】	 2020（令和 2）年 7月〜 11月

	 【実施概要】	 市内９地区で、地域住民による地域づくり会議を開催し、各地区の現状を踏
	 	 	 まえた 10年後の目指すべき将来像を「まちづくり宣言」として策定するた
	 	 	 めの研修・話し合いの場の企画・運営を実施。

	 【実　　績】	 地区によっては、新型コロナウイルスの影響を踏まえ、WEB回答形式の住
	 	 	 民アンケートで住民意見収集に切り替えた地区もあったが、各地区での研
	 	 	 修・話し合いの場を計 15回実施し、まちづくり宣言素案を作成した。

	 【所　　見】	 コロナ禍であっても細心の注意を払いながら対話の場を設けた地区では、格
	 	 	 段に住民自治に対する意識が高まり、具体的な取り組みへの機運が高まっ
	 	 	 た。一連の取り組みを受け、市では各まち協への支援制度の見直しが、また、
	 	 	 各まち協では地区計画策定が進み始めている。総合計画策定プロセスの中
	 	 	 に、自治の進化のきっかけづくりを組み込んだ本事業は、今後、各地で小規
	 	 	 模多機能自治を推進していく上で、モデルになり得る事例であると思われ
	 	 	 る。

4-9　地域の子育て力育成事業（助成事業：新潟県（子ども家庭課））
	 【実施期間】	 令和 2年 9月 1日〜令和３年 3月 31日

	 【実施概要】	 子育て世帯が必要とする情報を自ら調べ、取材・編集・フリーペーパー作成
	 	 	 という一連の取り組みを通じて、地域の担い手となる人材を育成する事業を
	 	 	 NPO 法人村上 ohana ネットと協働で実施。
	 	 	 ①子育てフリーペーパー制作講座の開催
	 	 	 ②講座修了者による子育てフリーペーパーの作成
	 	 	 ③連携団体への事業コーディネートノウハウの移転　

	 【実　　績】	 ①子育てフリーペーパー制作講座の開催：全３回
	 	 	 ②講座修了者による子育てフリーペーパーの取材・作成
	 	 	 →制作講座での学びや検討を生かし、フリーペーパーに掲載する内容の選定
	 	 	 　と情報収集、取材を行い、原稿を作成。
	 	 	 ③連携団体への事業コーディネートノウハウの移転
	 	 	 →連携団体の相談に乗りながら伴走支援を続け、講師と参加者との関係性の
	 	 	 　コーディネートの方法や、事業日程の進め方、今後の人材育成にどうつな
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	 	 	 　げるか等の事業コーディネートのノウハウを伝えた。

	 【所　　見】	 フリーペーパー講座や制作には、子育て真っ最中の母親が参加し、当事者目
	 	 	 線での意見や、必要とする情報、地域への希望などをしっかり盛り込んだ内
	 	 	 容とすることができた。取材活動、情報発信の活動を経て、子育てに関する
	 	 	 情報や環境だけでなく、住まう地域への理解もより進み、また、取材を受け
	 	 	 た地域側も子育て世代とのつながりができたことを喜び、出来る支援を申し
	 	 	 出てくれるなど、安心して子育てができる環境の醸成、子育て支援の担い手
	 	 	 を増やすという事業目的は大いに達成されたと考える。
	 	 	 一方、今まで経験したことのない活動に参加するのは自信がないという保護
	 	 	 者が多く、参加者数として設定した目標は未達となった。しかし、活動の
	 	 	 様子を聞いた保護者から、次回はやってみたいとの声が聞かれ、今後十分に
	 	 	 達成できると考える。

4-10　新型コロナウイルス対応緊急支援（助成事業：（一社）全国コミュニティ財団協会）
	 【実施期間】	 令和 2年 12月〜令和 3年 5月

	 【実施概要】	 新型コロナウイルスの感染拡大により影響を受けている経済困窮家庭への
	 	 	 緊急支援として、市内の行政・公的機関・民間企業・NPOの連携・協働を
	 	 	 積極的にコーディネートし、継続的に活動ができるような支援システムを地
	 	 	 域内で構築する。
	 	 	 ①地域内で継続的に支援物資（食料品・学用品）を集める仕組みの構築
	 	 	 →村上市内で物資を集めるフードドライブ、不要となった学生服等を集める
	 	 	 　学生服リユース事業をフードバンクさんぽく、フードバンクむらかみ、
	 	 	 　NPO法人村上 ohana ネットと連携し実施。
	 	 	 ②物資保管場所の分散開設／情報共有システムの構築）の整備
	 	 	 →村上市内での物資保管場所の新規開設のための情報収集をフードバンク
	 	 	 　と連携しながら実施。
	 	 	 ③支援活動に携わる人員の拡充
	 	 	 →支援活動従事者を拡充するため、口コミ、ウェブサイト、チラシ等での周
	 	 	 　知を実施。

	 【実　　績】	 ①地域内での支援物資の確保 (R2.12 〜 R3.5 末時点 )
	 	 	 →のべ 6,790kg（米 4,640kg ／その他物資 2,150kg）。R3.5 末時点の支援
	 	 	 　件数は 77件。1件あたり月平均で 3〜 5kg を支援している状況であるこ
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	 	 	 　とから、ほぼ大半（95％以上）を市内調達で賄える状態になった。
	 	 	 →制服等の寄付は 143 点。クリーニング後、必要家庭へ提供 (23 件を支援 )
	 	 	 　こちらの市内調達率は 100％
	 	 	 ②フードバンクむらかみが物資保管場所を新規開設（村上市上助渕）
	 	 	 ③フードバンク特設サイトを開設し、地域内のフードバンク情報の公開、ま
	 	 	 　た関係者のみが共有できる支援者情報サイトを整備した

	 【所　　見】	 経済的困窮者の支援ニーズが概ね把握され、それを地域内で関係する機関・
	 	 	 団体が随時共有し、必要な物資を地域内で確保・提供できる体制・仕組み
	 	 	 が構築できた。今後は物資提供の季節変動や個別ニーズに対して、迅速かつ
	 	 	 柔軟に連携・協働し、きめ細かな対応ができるよう、さらなる体制の充実が
	 	 	 課題である。

５．商品開発・販路開拓支援

5-1　障がい者アートを活かした商品開発プロジェクト（新潟ろうきん福祉財団助成事業）
	 【事業期間】	 2020（令和 2）年 7月〜令和 3年 6月

	 【実施概要】	 昨年度から継続し障がい者アートを、専門家がしっかりとデザインし、地元
	 	 	 企業と協働で商品開発・販売を進めるビジネスモデルを構築することで、地
	 	 	 域内に新たな資金循環を生み出すと共に、アートによって障がい者が収入を
	 	 	 得られる仕組みをつくるプロジェクト。

	 【実　　績】	 ふるさと納税返礼品用の箱に貼るシールの試作品を製作。協力企業に試験的
	 	 	 に使用してもらい、さらなるブラッシュアップのための意見交換会を開催。
	 	 	 ※ R3.7 以降も継続して事業を実施中。
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６．情報受発信事業
6-1　インターネットによる情報発信（自主事業）
　●ウェブページ（http://www.tsukisara.org）
	 	 訪問者数	 ：3,794 件	 （前年比＋ 2,815 件）
	 	 ページビュー	：9,180 件	 （　〃　＋ 6,907 件）
	 	 ※モバイルアクセス 22.1%	 （　〃　＋ 2.1%）

　● SNS（facebook ページ）
	 	 ページへの「いいね！」数	 981 人（前年比＋ 38人）
	 	 フォロー数	 	 	 1,065 人（前年比＋ 71人）

７．講師派遣・視察受入	まちカフェ開催に向けて、ファシリテーター研修会を開催。

１）視察受入（1件）
	 2020 年度の視察等の受入実績

受入日 訪問者 人数 備考

1 R2/9/15 新潟県議会（未来にいがた）・視察対応 8 視察研修

２）講師派遣（62件）
	 2020 年度の団体としての講師派遣実績

派遣日 派遣内容 派遣者

1 R2/7/18 【秋田県】小さな拠点形成促進セミナー 斎藤
2 R2/7/19 【秋田県】集落活動担い手ネットワーク研修 斎藤
3 R2/7/30 【小規模多機能自治推進NW会議】支援者研修（オンライン） 斎藤

	 【所　　見】	 事業開始から2年目となる今年度は、関係機関（民間事業者・越後村上物産会・
	 	 	 村上市企画財政課）との協議を重ね、ビジネスモデルがかなり具体的になっ
	 	 	 た。また、試作品製作に留まらず、民間事業者に実際に試用してもらい、発
	 	 	 送作業における作業負担も吟味しながら、検討を進めていった結果、本格実
	 	 	 施の数歩手前まで辿り着いた。引き続き、本格実施に向けて準備を進めてい
	 	 	 きたい。
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4 R2/7/31 【宇都宮まちづくり市民工房】共助社会づくり勉強会（オンライン） 斎藤
5 R2/9/10 【大正大学】地域創生学科・講義（オンライン） 斎藤
6 R2/9/11 【トヨタ財団】2018 年度「そだてる助成」中間研修会（オンライン） 斎藤
7 R2/9/28 山辺里小学校 3年生総合学習WS 佐藤
8 R2/9/30 朝日地区まちづくり協議会・合同研修会 斎藤
9 R2/10/6 【トヨタ財団】2018 年度「そだてる助成」中間研修会（オンライン） 斎藤
10 R2/10/21 朝日地区まちづくり協議会・合同研修会 斎藤
11 R2/10/22-23【市町村アカデミー】地域運営組織の形成と運営に関する研修 斎藤
12 R2/11/1 【宮城県白石市】小原未来塾 斎藤
13 R2/11/11 山北地区まちづくり協議会・役員研修会 斎藤
14 R2/11/18 朝日地区まちづくり協議会・合同研修会 斎藤
15 R2/11/26 【岩手県雫石町】地域デザインカレッジ 斎藤
16 R2/11/27 【秋田県横手市】地区交流センター運営協議会委員研修 斎藤
17 R2/11/29 【宮城県白石市】小原未来塾 斎藤
18 R2/12/12 【兵庫県丹波市】福知山市×丹波市×朝来市・互近所サミット 2020 斎藤
19 R2/12/15 山北地区まちづくり協議会・団体・支所職員向け研修会 斎藤
20 R2/12/16 【新潟県柏崎市】まちから・よるラボ 斎藤
21 R2/12/19 【長崎県五島市】三井楽地区まちづくり協議会・研修会 斎藤
22 R2/12/19 【長崎県五島市】奥浦地区まちづくり協議会・研修会 斎藤
23 R2/12/20 【長崎県五島市】まちづくり協議会自慢大会 斎藤
24 R2/12/23 【新潟県柏崎市】まちから・よるラボ 斎藤
25 R3/1/14 山辺里地区まちづくり協議会・役員研修会 斎藤
26 R3/1/15 【三重県名張市】市職員研修会 斎藤
27 R3/1/16 【三重県名張市】名張ゆめづくり協働塾 斎藤
28 R3/1/21 【山口県山口市】小鯖地域づくり協議会・研修（オンライン） 斎藤
29 R3/1/22 【総務省】地域運営組織の形成に向けた地域別研修会＠岩手県（オンライン） 斎藤
30 R3/1/23 【北海道札幌市】コーディネート力養成講座（オンライン） 斎藤
31 R3/1/28 【トヨタ財団】2018年度「そだてる助成」フォローアップ研修会（オンライン） 斎藤
32 R3/1/30 【山口県山口市】小鯖地域づくり協議会・研修（オンライン） 斎藤
33 R3/1/31 たかねまちづくり協議会・北大平集落座談会 斎藤
34 R3/2/4 【新潟県小千谷市】地域運営組織に関する出張相談 斎藤
35 R3/2/6 【東京都大田区】キャリア教育推進協議会シンポジウム（オンライン） 斎藤
36 R3/2/7 たかねまちづくり協議会・北大平集落座談会 斎藤
37 R3/2/10 山北地区まちづくり協議会・区長向け研修会 斎藤
38 R3/2/11 【大分県由布市】地域づくり団体連携交流事業研修（オンライン） 斎藤
39 R3/2/13 【宮城県白石市】斎川笑アップ塾 斎藤
40 R3/2/14 【宮城県白石市】小原未来塾 斎藤
41 R3/2/15 【宮城県仙台市】仙台市社会福祉協議会職員研修 斎藤
42 R3/2/16 山辺里地区まちづくり協議会・役員研修会 斎藤
43 R3/2/17 【山形県】最上 PF・地域づくり人材育成研修会（オンライン） 斎藤
44 R3/2/20 【岩手県紫波町】地域づくり勉強会（オンライン） 斎藤
45 R3/2/24 【岩手県紫波町】地域づくり勉強会（オンライン） 斎藤
46 R3/2/28 【宮城県白石市】斎川笑アップ塾 斎藤
47 R3/3/21 【秋田県】集落活動担い手ネットワーク研修（オンライン） 斎藤
48 R3/3/23 山辺里地区まちづくり協議会・住民アンケート役員説明会 斎藤
49 R3/5/19 山辺里地区まちづくり協議会・住民アンケート区長説明会 斎藤
50 R3/5/21 【新潟県】地域づくりサポートデスク相談対応（オンライン） 斎藤
51 R3/5/24 舘腰・三面まちづくり協議会・住民アンケート説明会 斎藤
52 R3/5/25 たかねまちづくり協議会・住民アンケート説明会 斎藤
53 R3/5/26 塩野町地域まちづくり協議会・住民アンケート説明会 斎藤
54 R3/5/31 【市町村アカデミー】地域資源を活かしたまちづくり・研修 斎藤
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55 R3/6/3 【小規模多機能自治推進NW会議】支援者研修（オンライン） 斎藤
56 R3/6/7 猿沢地域まちづくり協議会・住民アンケート説明会 斎藤
57 R3/6/8 【市町村アカデミー】中間支援組織のコーディネート術・研修 斎藤
58 R3/6/24 朝日地区住民アンケート区長説明会（たかね） 斎藤
59 R3/6/24 朝日地区住民アンケート区長説明会（猿沢・塩野町） 斎藤
60 R3/6/25 【宮城県白石市】まちづくり支援WGコーディネート 斎藤
61 R3/6/28 【新潟県】農業普及指導員研修 斎藤
62 R3/6/29 朝日地区住民アンケート区長説明会（舘腰・三面） 斎藤

【その他事業】

１．物販事業
	 事業区分：自主事業
	 実施期間：2020（令和 2）年 7月〜 2021（令和 3）年 6月
	 内　　容：書籍委託販売を実施
	 実　　績：なし

【NPO法人の運営／会議出席等】

１．理事・事務局の個人活動
　１）会議等への出席（48件）

出席日 内容 出席者

1 R2/7/6 新潟県県民生活課・意見交換会 斎藤
2 R2/7/8 朝日地域会議 鈴木、佐藤
3 R2/7/10 村上市互近所ささえーる隊会議 斎藤
4 R2/7/11 あらかわ未来ファンド公開審査会 佐藤
5 R2/7/16 【トヨタ財団】国内助成選考準備会（オンライン） 斎藤
6 R2/7/22 あさひ互近所ささえーる隊会議 斎藤
7 R2/8/3 【トヨタ財団】国内助成選考会（オンライン） 斎藤
8 R2/9/2 朝日地域会議 鈴木、佐藤
9 R2/9/18 【新潟県】地域づくり研究会 斎藤
10 R2/9/18 【総務省】地域運営組織の形成拡大に関する研究会（オンライン） 斎藤
11 R2/9/23 【新潟ろうきん福祉財団】地域社会創造事業・助成金交付式 斎藤
12 R2/10/26 あさひフォトコンテスト審査会 佐藤
13 R2/11/4 村上市環境基本計画進捗管理委員会 村山
14 R2/11/11 朝日地域会議 鈴木、佐藤
15 R2/11/13 【新潟県労働金庫】中間支援組織意見交換会（オンライン） 斎藤
16 R2/11/25 村上市社会福祉協議会評議委員会 村山
17 R2/12/2 【新潟県】中間支援組織・事務局長会議 斎藤
18 R2/12/8 村上市互近所ささえーる隊会議 斎藤
19 R2/12/10 【宮城県白石市】（仮）白石中央スマート IC 周辺整備活性化検討委員会 斎藤
20 R2/12/17 【総務省】地域運営組織の形成拡大に関する研究会（オンライン） 斎藤
21 R2/12/23 あさひ互近所ささえーる隊会議 斎藤
22 R3/1/7 【新潟県労働金庫】ヒアリング対応（オンライン） 斎藤

※以下は、個人としての対応ではあるが、都岐沙羅パートナーズセンターの理事・事務局

　スタッフとして活動・出席したものである。
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　２）法人運営に関する活動
　　①理事会（12 回開催）
	 R02/07/31　第 1回理事会＠ ZOOM（出席者 8名 /R1 年度決算見込・R2年度予算見込等）
	 R02/08/18　第 2回理事会＠ ZOOM（出席者 7名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R02/09/24　第 3回理事会＠ ZOOM（出席者 7名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R02/10/19　第 4回理事会＠ ZOOM（出席者 7名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R02/11/09　第 5回理事会＠ ZOOM（出席者 7名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R02/12/09　第 6回理事会（出席者 9名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R03/01/18　第 7回理事会＠ ZOOM（出席者 9名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R03/02/22　第 8回理事会＠ ZOOM（出席者 6名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R03/03/30　第 9回理事会＠ ZOOM（出席者 6名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R03/04/26　第 10回理事会（出席者 6名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R03/05/28　第 11回理事会＠ ZOOM（出席者 7名 /各種事業進捗状況報告等）
	 R03/06/23　第 12回理事会＠ ZOOM（出席者 7名 /各種事業進捗状況報告等）

　　②三役会議：開催無し
　　③部　　会：開催無し

23 R3/1/8 村上市互近所ささえーる隊・SC情報交換会 斎藤
24 R3/1/13 朝日地域会議 鈴木、佐藤
25 R3/1/17 【新潟ろうきん福祉財団】にいがた旬塾（オンライン） 斎藤
26 R3/1/20 【総務省】地域運営組織の形成拡大に関する研究会（オンライン） 斎藤
27 R3/1/21 【トヨタ財団】インタビュー対応（オンライン） 斎藤
28 R3/1/29 【宮城県白石市】（仮）白石中央スマート IC 周辺整備活性化検討委員会 斎藤
29 R3/2/2 村上市互近所ささえーる隊会議 斎藤
30 R3/2/8 【新潟県】中間支援組織スタッフ研修（オンライン） 斎藤・鈴木・佐藤

31 R3/2/24 【総務省】地域運営組織の形成拡大に関する研究会（オンライン） 斎藤
32 R3/3/10 村上市地域おこし協力隊・活動報告会 近・斎藤
33 R3/3/15 【小規模多機能自治推進NW会議】信越ブロック会議（オンライン） 斎藤
34 R3/3/16 村上市互近所ささえーる隊・合同研修会 斎藤
35 R3/3/18 【小規模多機能自治推進NW会議】東北ブロック会議（オンライン） 斎藤
36 R3/3/19 【宮城県白石市】（仮）白石中央スマート IC 周辺整備活性化検討委員会 斎藤
37 R3/3/25 【新潟県】地域づくり研究会 斎藤
38 R3/3/29 村上市社会福祉協議会評議委員会 村山
39 R3/4/8 【トヨタ財団】国内助成説明会（オンライン） 斎藤
40 R3/5/14 【宮城県白石市】（仮）白石中央スマート IC 周辺整備活性化検討委員会 斎藤
41 R3/5/18 村上市互近所ささえーる隊・SC情報交換会 斎藤
42 R3/5/27 【宮城県白石市】（仮）白石中央スマート IC 周辺整備活性化検討委員会 斎藤
43 R3/6/1 村上市互近所ささえーる隊会議 斎藤
44 R3/6/4 【新潟県】地域づくり研究会 斎藤
45 R3/6/21 【トヨタ財団】国内助成選考準備会（オンライン） 斎藤
46 R3/6/21 朝日地域会議 鈴木、佐藤
47 R3/6/28 村上市社会福祉協議会評議委員会 村山
48 書面決議 村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会 古林



22



23

私たちは、 
地域内の財を集め、つなぎ、支えながら、 
広がりのある「公」を創造することで、 
持続可能な地域社会づくりに貢献します。

1

2020（令和2）年度 

事業報告及び決算 
【概要】

１．住民活動支援　　　　　　　　①住民活動支援窓口の開設（自主事業）

利用件数：763件（前年比177件増）／利用者数：868人（前年比207人増）

村上市で 
まちづくり 
協議会発足

ニューにいがた 
里創プラン終了

まち協の計画見直しに合 
わせて住民アンケート・ 
研修会を各地で実施

小規模多機能自治 
の推進に注力開始

村上地域グリーン・ツーリズム 
協議会発足

街なか拠点開設 
若者支援PROJ 

スタート朝日まほろば 
夢農園開園 新型コロナウイルス感染症 

による事業の自粛・停滞

感染対策を講じての動きの増加により、これまで来訪を控えていた方々の訪問・情報交換も増加!? 2
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１．住民活動支援　③事務支援事業（自主事業）：依頼無し

１．住民活動支援　　　　　　　　　②街なか拠点の運営協力（自主事業）

新型コロナウイルス感染症の影響により、自由に出入りできる内容のものは減少。 
その一方で、人数限定・予約制で開催する教室・講座などのイベントは増加。

２．コミュニティビジネス支援　　　2020年度は実施せず 3

３．地域ツーリズムの開発・プロモーション
①２組織の事務局を受託 
　●村上地域グリーン・ツーリズム協議会 
　●朝日まほろば夢農園管理組合

②地域内外でのプロモーション活動 
　●WEBページの全面リニューアル 
　※コロナ禍により地域外でのPRイベントは全て中止

③研修会の開催 
　●体験受け入れ研修：2回 
　※自然体験活動指導者資格：1人習得

④ツアー受入・交流人口の創出 
　●ツアー受入（2回） 
　　のべ受入者数：293人 
　●朝日まほろば夢農園 
　　のべ利用者数：562人（前年比＋28人） 
　　のべ交流イベント参加者数：49人（前年比▲27人）

事業を通じて生み出した
交流人口 907人
＜経年推移＞ 
（R2）　（R1）　（H30）　（H29）　（H28） 
907人←1,577人←1,952人←1,752人←1,479人

　　　　　　　　　　　R2　R1　H30　 H29　 H28 
※プロモーション活動　0回←6回←18 回←6回←7回 
※研修会の企画・参加　2回←4回←5回←4回← 3回 
※ツアー受入　　　　　2回←2回←5回← 4回←4回

【地域ツーリズム関連のR2年度実績】

※新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、交流人口は前年比4割減。 
　しかし、県内学校の教育旅行に関する問い合わせが増加傾向。 4
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４．地域づくり事業のコーディネート
①多様な主体が参加した交流機会の創出 
　※新型コロナウイルス感染症の影響ですべて実施できず。

【R2年度実績】

②農林業振興支援 
　●青少年森林林業体験塾・企画運営 
　　参加者数：14人　※7年間でのべ95人参加 
　●村上市いわふね林業塾・企画運営 
　　参加者数：25人　※5年間でのべ152人が参加

　　　　　　R2　　　　R1　　　　H30　　　　H29　　　　H28 
開催回数　　0回　←　  2回　←　     1回　←　　  1回　←　　 2回 
参加者数　　0人　← 166人　←　129人　←　130人　←　421人

③まちづくり協議会・地域組織支援 
　●活動分析レポート作成（村上市17組織） 
　●住民アンケート実施サポート（関川村3地区） 
　　集計・分析作業：２地区／491通 
　　過年度実施の分析レポート概要版作成：1地区 
　●分析レポート作成（1件） 
　　関川村デマンドタクシー実証運行に関する聞き取り調査結果分析 5

③まちづくり協議会・地域組織支援（つづき） 
　●研修会の企画運営 
　　オンライン＋共同視聴のハイブリッド形式で講演会を実施 
　　▷計4回開催 
　　▷のべ参加者数：603人（online357人／offline246人） 
　　　…新潟県・地域の見える化連続講座（2回） 
　　　…人口減少社会における地域づくりを考える講演会（2回）

４．地域づくり事業のコーディネート

④共助の仕組みづくり支援 
　●あさひ互近所ささえ～る隊コーディネート 
　　朝日地区の第二層生活支援コーディネーターとして関連す 
　　る会への出席や各種事業（移送支援実験／集落座談会等） 
　　のコーディネートを実施（のべ30回） 

　●新型コロナウイルス対応緊急支援（フードバンク支援） 
　　新型コロナウイルス感染拡大により影響を受けている経済 
　　困窮家庭への緊急支援として、市内フードバンク組織の活 
　　動基盤整備を休眠預金活用助成の仕組みを活用し、各団体 
　　をサポート。

6
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４．地域づくり事業のコーディネート
⑤各種地域づくり事業のコーディネート 
　●地域おこし協力隊・募集業務 
　　受入れ希望地域の発掘、受入れ体制に関する支援、協力隊の 
　　募集選考に関する支援を実施。 

　●地域の子育て力育成事業（村上ohanaネットと協働実施） 
　　「新潟県・地域の子育て力育成事業」の助成を受け、子育て 
　　フリーペーパー制作講座の開催（3回）。 
　　本事業は、村上ohanaネットが核となって実施し、都岐沙羅 
　　パートナーズセンターはアドバイザー的に参画。

⑥計画策定支援 
　●第6次白石市総合計画策定向けた地域づくり会議・企画運営 
　　各地区の現状を踏まえた10 年後の目指すべき将来像を「ま 
　　ちづくり宣言」として総合計画に位置づけるために、各地区 
　　での研修・話し合いの場を計15 回実施し、まちづくり宣言 
　　素案を作成。

7

５．商品開発・販路開拓支援
障がい者アートのコミュニティビジネス化 
　●障がい者アートを活かした商品開発プロジェクト（継続中） 
　　（一財）新潟ろうきん福祉財団「地域社会創造事業」助成事業。地元企業とコラボし、障がい者 
　　アートを活かした商品開発を進めると共に地域内で資金循環を生み出すビジネスモデルを構築。

8
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●WEBページ　※括弧内は前年比 

　訪問者数　　　　 3,794（2,815↗） 
　ページビュー　　 9,180（6,907↗） 
　モバイルアクセス 22.1%（2.1%↗）

６．情報受発信

●SNS 
　Facebook：981 いいね！（38↗）1,065フォロー（71↗） 
　　※ツイッターとインスタグラムも始めました

７．講師派遣・視察受入・会議出席
●視察受入：1件（のべ8人） 
●講師派遣：62件 
　【地域内】のべ派遣回数：20回　※すべて対面実施 
　【地域外】のべ派遣回数：42回　※対面24回／オンライン18回 
●会議等への出席：48件

８．物販 ●地域づくりに関連する書籍の委託販売（販売実績なし）9

2020（令和2）年度の総括

• コロナ禍の長期化により、様々な事象が停滞する中、冷静に状況を見極め
ながら、感染防止策を十分に講じて事業を実施していった。 

• また、新たな方法も積極的に取り入れ、「オンライン＋共同視聴会場開
設」という新たな研修スタイルは、県内でもいち早く実践するなど、どう
やったらできるかを常に模索し、行動していった1年であった。

●コロナ禍の中でも立ち止まらず、新たな方法・仕組みを模 
　索し、行動し続けた。

●地道な取り組みの積み重ねにより、各方面で少しずつ成果 
　につながりそうな兆しが見え始めた。
• 住民自治の進化を促す方法（全住民アンケート等）の普及や教育旅行の誘

致、障がい者アートを活かしたコミュニティビジネスの立ち上げなど、こ
こ数年、地道に進めてきた取り組みが少しずつ実を結び始め、成果につな
がりそうな兆しが見えてきた。 

• この兆しをしっかりとモノにするためにも、引き続き精力的に取り組んで
いきたい。

10
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　2020（令和2）年度決算

経常収益：20,442,092円
前年比：2,709,239円↘

収入

経常費用：21,462,160円
前年比：977,353円↘

支出

当期収支差額 
（当期正味財産増減額）

▲1,020,068円

前期繰越金 
（前期繰越正味財産額）

2,753,301円

次期繰越金 
（次期繰越正味財産額）

1,733,233円

自主事業
34.8%

県外自治体
12.2%

公益組織
4.4%

新潟県
5.5%

県村上地域振興局
2.1%

村上市／関川村
41.0%

その他収益
9.8%

事業収益
72.3%

助成金
16.2%

会費・寄付金
1.7%

管理費
12.6%

事業費
32.0%

人件費
55.4%

R2

R1

H29

H28
0% 25% 50% 75% 100%

9.6%

29.4%

26.6%

34.8%

29.3%

14.2%

12.2%

17.0%

10.5%

8.9%

4.4%

3.1%

2.7%

21.3%

5.5%

5.8%

1.3%

2.1%

35.4%

57.4%

27.7%

41.0%

村上市／関川村 村上地域振興局 新潟県 公益組織 国・県外自治体 自主事業

事業収益の内訳（発注元別）

事業収益の内訳の推移（直近4ヵ年）
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　2020（令和2）年度決算
【補足】赤字決算となった要因
●前理事長・忠さんの追悼集製作費 
●事務局PCの入れ替え（3台） 
●看板のリニューアル 
　　これらの費用が赤字額とほぼ同額。 
　　＝貯金（繰り越し金）を切り崩して支出

12
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　2020（令和2）年度決算

H29 H30 R1 R2
会費・寄付金 381千円（1.6%） 378千円（1.6%） 360千円（1.6%） 354千円（1.7%）

助成金 1,926千円（8.2%） 590千円（2.4%） 41千円（0.2%） 3,314千円（16.2%）

事業収益 21,153千円（90.2%） 23,226千円（96.0%） 22,744千円（98.2%） 14,774千円（72.3%）

その他 0千円（0.0%） 0千円（0.0%） 6千円（0.0%） 2,000千円（9.8%）

計 23,460千円 24,194千円 23,151千円 20,442千円

収入の推移（直近４カ年）

H29 H30 R1 R2
人件費 13,762千円（59.9%） 14,637千円（60.8%） 13,008千円（58.0%） 11,884千円（55.4%）

（内常勤職員分） 8,412千円（36.6%） 8,437千円（35.0%） 6,757千円（30.1%） 6,725千円（31.3%）

（内事業スタッフ報酬） 5,350千円（23.3%） 6,200千円（25.8%） 6,250千円（27.9%） 5,159千円（24.0%）

事業費 6,162千円（26.8%） 6,632千円（27.5%） 6,417千円（28.6%） 6,873千円（32.0%）

管理費 3,039千円（13.2%） 2,815千円（11.7%） 3,015千円（13.4%） 2,705千円（12.6%）

計 22,963千円 24,084千円 22,440千円 21,462千円

支出の推移（直近４カ年）

13




